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    地震エネルギーのべき分布則からのずれの定量表現と地震活動
            神戸大学理学部奥田焼・大内徹・寺島敦
ある期問ある領域で発生する地震について，マグニチュード（M）ごとの規模別度数分布（m）は，
                109m（M）＝α一ろM
102 統計数理 第38巻 第1号 1990
の指数分布に従うとされてきた．この式をGut6nberg－Richter経験式（GR式）という．Mと
地震により解放される歪エネノレギー（亙）の間には，


















                   か＝m｛／M
          ω＝（1－10■6’■”）・10－6州≒3・exp（一BX｛）・∠帆τ
と表される（XF仏一〃。，M。は最小のM，B＝ろ・1nlO）．次に，与えられたデータm。，m。，m。，
．，m。のもとで，Kを最小にするようたパラメタろを最尤推定すれば，



































                         神戸大学理学部大内徹
 1．はじめに
 Seismogenetic1ayerとは地震が発生する地殻の意味であるが，以下単に地殻とする．地殻
での主な変形の機構は断層系に沿うすべりであるが，そのメカニズムの理解については二つの
異なった立場がある．一つは脆性体の摩擦すべりとしてとらえようとするもの，他は準延性体
の流動せん断変形として把握していくとするものである（島本（1986））．前者の立場からとし
ては，バネで結ばれた連性ブロックを想定するモデルがある（Bak andTang（1989），Car1son
and Langer（1989））．本研究は後者の立場から，断層系での塑性流動に粘弾性効果を考慮した
モデルにより，地殻の変形過程を記述する試みである（大内（1986．1988））．
 断層系で実際に起こっている非弾性変形のメカニズムとしては，転位すべりや微小クラック
の発生・成長によるものが考えられる．地殻にはプレート運動により常に力が作用しており，
エネルギーが流入しているが，それらは断層系で塑性的に解消され，普段はある種の安定状態
が達成されている．しかし，すべりやクラックの発達がある程度進むと，その周辺に著しい応
力の局所集中が起こり，相互干渉により非線形的に現象が進展し始める．こうして，最初一様
な場であったものに，歪や応力に凹凸が生じ始める．こうした様子を反応拡散系で表現してい
こうというのが本研究の主旨である．
